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Abstract
Understanding the current status and long-term changes of the physique and physical fitness of students is 
very important for the establishment of physical education programs. Therefore， in the present study， we aimed 
to investigate the physique and physical fitness of female university students.
The results of the physical fitness tests conducted at Tokyo Woman’s Christian University from 1968 to 2014 
were analyzed. In the physical fitness tests， standing height， body weight， side step， vertical jump， back 
strength， grip strength， trunk extension， standing trunk flexion， and 5-minute distance run were assessed.
The results showed that compared with those for 1968， the current measurements of standing height and 
body weight as physique indexes were increased. With regard to physical fitness， the current female students of 
Tokyo Woman’s Christian University showed a tendency to be weaker in terms of muscle strength， flexibility， 
and endurance than women of the same age group in previous years. The physical fitness of the current students 
weakened with the increases in the values of the physique indexes. Moreover， weakening of the strength of the 
muscles that support the growing body is considered as a major problem. In order to control the decreasing ten-
dency of the physical fitness of female university students， the importance of maintenance and enhancement of 
physical fitness should be recognized. In addition， exercises that are suitable for the needs of each individual 
should be determined， as well as the correct method of performing them， in order for the individual to acquire 
the ability to practice these exercises proactively.
緒　　　言
大学生の体格や体力の現状や経年変化の把握は，体育指導や学生の健康維持増進のため
のカリキュラムを考える際の基礎資料となり，大変重要である．現在日本では多くの大学
で体力テストを実施し，学生の体格・体力の把握に努めている（全国大学体育連合調査・
研究部，2013；下門ほか，2013；森下ほか，2013；角田ほか，2010；八木ほか，2011）．
東京女子大学では1968年度より1年生を主な対象として体力診断テストを行っている．こ
の体力診断テストは当時の文部省が青少年の体力向上を目的に，アメリカのフィットネスの
考え方を参考にしてこれらの要素を測定するために作成したものである．体力診断テスト項
目には反復横跳び（敏捷性），垂直跳び（瞬発力），背筋力（筋力），握力（筋力），伏臥上
体そらし（柔軟性），立位体前屈（柔軟性），踏み台昇降運動（全身持久力）が含まれてい
る．このうち全身持久力を測定する項目については，東京女子大学ではその信頼性，妥当
性等の観点から踏み台昇降運動ではなく5分間走を採用し，実施している（横澤ほか， 
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1999年より新体力テストが実施されるようになってからも，東京女子大学では1968年
度よりこれまで体力診断テストをほぼ同一の内容で実施している．データの欠損している
年度や平均値しか保存されていない年度もあるが，女子大学生の体格・体力の現状および
経年変化を把握することは可能である．
そこで本研究では女子大学生の体格・体力の現状及び経年変化を分析し，主に体力に焦
点を当てて今後の大学体育の展望を述べてみたい．
方　　　法
対象者
東京女子大学では1968年度より主に1年生を対象に体力診断テストを実施している．そ
のうち，データの保存が確認された年度について検討の対象とすることとした．各年度の
対象者数を表1に示す．
手続き
体力診断テストは1年生を主な対象とした必修の体育授業において実施してきた．現在
は女性のウェルネス・身体運動Ⅰの授業において，第2週目の授業時（4月）に実施して
いる．体格の測定項目は身長，体重であった．また，身長と体重よりBMI (body mass in-
dex)を算出した．計算式は体重 (kg)/身長 (m)2であった．体力の測定項目は反復横跳び，
垂直跳び，背筋力，握力，伏臥上体そらし，立位体前屈，5分間走であった．実施は文部
省の実施要領および新・日本人の体力標準値Ⅱ （2007）に準拠して行った．反復横跳びの
ライン間隔はこれまで一貫して120 cmで実施してきた．垂直跳びは2011年度までは壁式
測定法，2012年度より紐式測定法で行った．なお，壁式測定法と紐式測定法における測
定値間には r＝0.825 (n＝58)の相関が認められている（首都大学東京体力標準値研究会， 
2007）．握力は左右の平均値を分析の対象とした．
分析
入学年度ごとに体格・体力の各測定項目について平均値，標準偏差，標準誤差を算出し
た．各測定項目について，東京女子大学の1969年度（5分間走のみ1976年度）と2013年
度の平均値間の t検定を行った．また身長，体重，握力について，文部科学省の体力・運
動能力調査の2013年度の全国平均値（18歳）と東京女子大学の2013年度の平均値間の t検
定を行った．
結果
東京女子大学の各入学年度における対象学生数および体格・体力の各測定項目における
平均値と標準偏差を表1に示す．また，身長，体重，BMI，反復横跳び，垂直跳び，背筋
力，握力，伏臥上体そらし，立位体前屈，5分間走について，東京女子大学の平均値およ
び標準誤差と全国平均値の推移を図1～図10に示す．以下，1）体格，2）体力別に結果を
示す．
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表1　東京女子大学における1968年度から2014年度の体格・体力測定結果
実施 
年度
対象者数
（人）
身長 (cm) 体重 (kg) BMI 反復横跳び（回） 垂直跳び (cm)
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
1968
1969 520 156.8 4.7 49.6 5.5 20.2 2.0 38.7 3.2 38.3 5.3
1970
1971 450 157.0 4.9 50.2 5.7 20.4 2.1 39.8 3.2 40.9 5.4
1972
1973 396 157.3 4.8 50.4 6.0 20.4 2.2 37.3 2.9 41.6 5.4
1974
1975
1976 610 157.8 4.6 50.9 5.9 20.4 　 38.1 3.7 43.4 5.5
1977
1978 583 157.3 4.6 50.2 6.0 20.3 2.1
1979 559 157.8 4.9 50.8 5.8 20.4 2.0 39.8 3.2 43.4 5.5
1980 643 157.8 4.9 50.3 5.4 20.2 2.1
1981
1982 686 158.0 4.7 50.4 5.6 20.2 1.9 39.6 3.2 44.1 5.5
1983
1984
1985 582 158.4 4.9 50.5 5.7 20.1 　 40.1 3.4 43.8 5.4
1986 642
1987
1988 574 158.4 4.8 50.7 5.8 20.2 2.0 40.0 4.3 44.0 5.7
1989
1990 540 　 　 　 　 　 　 38.1 4.4
1991 676 158.9 4.9 50.5 5.2 20.0 1.8 　 3.5 43.9 5.6
1992 579 158.5 5.0 50.9 5.7 20.3 　 39.9 3.6 44.1 5.7
1993 652 158.2 5.0 50.5 5.8 20.2 　 40.0 4.0 44.0 5.6
1994 651 158.7 5.0 50.9 6.3 20.2 　 39.4 4.2 43.2 5.7
1995 336 158.8 4.8 50.9 6.1 20.2 2.1 39.5 3.7 43.2 5.2
1996 542 158.9 5.0 51.6 5.4 20.5 2.6 38.5 3.8 41.8 5.6
1997 300 158.5 5.3 51.3 6.0 20.4 2.0 38.9 3.8 43.0 5.4
1998 748 158.1 5.2 50.9 5.4 20.1 1.9 39.2 3.9 41.6 5.2
1999 830 158.4 5.3 51.5 5.5 20.1 1.9 40.4 3.4 43.2 5.9
2000 860 158.2 4.9 51.2 6.4 20.5 2.3 39.1 5.7 42.8 5.7
2001 862 158.2 5.1 51.0 7.0 20.4 2.5
2002 635 158.0 5.0 51.7 6.4 20.7 2.3 38.6 4.6 39.6 6.4
2003 668 158.4 5.0 52.0 7.1 20.7 2.5 39.8 4.3 39.2 5.9
2004 659 158.2 5.1 51.9 7.4 20.7 3.1 40.4 4.6 40.9 6.2
2005 158.2 　 52.2 　 20.9 　 39.2 　 40.9
2006 158.1 　 51.5 　 20.6 　 39.5 　 39.8
2007 158.4 　 52.0 　 20.7 　 39.2 　 40.3
2008 158.1 　 51.8 　 20.7 　 38.7 　 40.1
2009 158.5 　 51.3 　 20.4 　 40.4 　 40.4
2010 158.1 　 51.6 　 20.6 　 40.0 　 40.0
2011 1007 158.2 7.3 51.0 6.4 　 　 41.0 7.1 39.6 9.9
2012 912 158.3 5.3 51.6 7.3 20.5 2.6 39.7 5.3 39.3 6.9
2013 915 158.3 5.2 51.6 6.7 20.5 2.6 40.8 7.0 39.4 6.5
2014 893 158.5 5.1 51.6 6.5 20.5 2.4 40.6 5.0 39.7 6.6
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表1　つづき
実施 
年度
対象者数
（人）
背筋力 (kg) 握力　平均 (kg) 伏臥上体そらし(cm) 立位体前屈 (cm) 5分間走 (m)
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
1968
1969 520 78.9 13.5 30.1 4.4 55.4 7.4 18.0 4.3
1970
1971 450
1972
1973 396 77.0 12.5 　 　 56.2 6.7 18.2 4.4
1974
1975
1976 610 81.3 12.5 30.5 4.0 57.6 7.4 17.9 4.7 997.0 91.0
1977
1978 583 　 　 　 　 57.4 7.0
1979 559 79.8 13.4 30.6 4.1 58.1 7.1 17.6 5.2 1007.1 70.7
1980 643 　 　 　 　 57.3 7.3
1981
1982 686 80.6 13.5 30.2 3.6 56.8 7.2 17.3 6.1 1008.0 73.9
1983
1984
1985 582 75.5 13.3 28.0 4.3 56.7 7.3 16.8 5.4 1011.8 76.9
1986 642 78.2 13.4 28.5 4.4
1987
1988 574 81.2 16.0 25.7 4.0 55.2 7.4 15.7 6.7 983.5 77.0
1989 77.1 　 27.2
1990 540 76.8 16.4 27.3 4.2
1991 676 73.6 16.2 27.7 4.2 55.5 7.6 14.4 6.6 946.2 95.4
1992 579 71.3 17.2 27.5 4.9 54.9 7.9 13.5 8.2 954.9 83.0
1993 652 72.3 17.2 25.0 4.8 55.0 8.2 13.2 8.2 947.5 80.9
1994 651 72.9 16.6 25.1 4.8 54.4 8.6 12.8 8.6 928.7 89.6
1995 336 73.0 17.5 25.0 4.5 52.7 8.8 13.1 6.6 899.0 89.3
1996 542 73.0 17.5 25.3 4.8 53.4 8.2 13.3 6.4 928.2 103.3
1997 300 77.4 18.6 25.1 4.5 54.4 8.5 13.5 7.5 906.8 92.5
1998 748 71.0 13.9 26.1 4.4 53.2 8.6 12.9 7.4
1999 830 　 18.3 　 4.5 　 10.1 　 6.9
2000 860 69.8 15.0 25.9 4.1
2001 862
2002 635 67.4 17.2 26.4 4.9 49.6 10.0 12.4 9.4 879.2 99.0
2003 668 68.2 17.0 26.0 5.1 50.0 9.7 12.8 7.9 902.1 110.0
2004 659 66.6 16.5 25.8 5.1 49.6 10.3 13.4 7.7 896.6 125.6
2005 71.5 　 26.1 　 49.4 　 13.2 　 893.8
2006 64.4 　 26.2 　 48.5 　 11.9 　 856.5
2007 63.2 　 26.2 　 48.6 　 12.9 　 873.2
2008 62.6 　 26.0 　 47.5 　 12.4 　 884.4
2009 61.9 　 25.3 　 48.0 　 14.0 　 876.8
2010 60.9 　 25.4 　 46.9 　 12.9 　 876.0
2011 1007 60.6 18.9 25.1 6.3 47.3 12.8 12.5 10.1 894.7 120.0
2012 912 61.2 15.7 25.3 4.6 47.7 9.4 12.5 8.8 892.5 114.9
2013 915 59.1 14.9 24.9 4.6 47.7 13.4 12.1 8.8 888.5 121.8
2014 893 56.8 15.3 24.0 4.2 46.3 9.7 11.2 9.1 902.2 112.1
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1）　体格
身長（図1）は東京女子大学の平均値および全国平均値のいずれも1996年度頃まで上昇
傾向がみられ，その後10数年は，約158cmで推移している．2013 年度は東京女子大学の
平均値は158.3cm，全国平均値は157.4cmであった．2013年度の身長について t検定を実施
した結果，東京女子大学の学生のほうが有意に高いことが示された（t＝3.54， p＜.001）．
東京女子大学の身長について1969年度と2013年度の平均値を比較した結果，2013年度の
ほうが有意に高いことが示された（t＝5.44， p＜.001）．
図1　1968年度から2014年度における身長の経年変化（平均値）
図2　1968年度から2014年度における体重の経年変化（平均値）
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体重（図2）は全国平均値がこの46年間で約1kg増加したのに対し，東京女子大学の平均
値は約2 kg増加した．2013年度は東京女子大学の平均値は51.6 kg，全国平均値は51.2 kgで
あった．2013年度の体重について t検定を実施した結果，東京女子大学の平均値と全国平均
値の間に有意な差はみられなかった．東京女子大学の体重について1969年度と2013年度の
平均値を比較した結果，2013年度のほうが有意に高いことが示された（t＝5.79， p＜.001）．
BMI（図3）は全国平均値が1969年度には21.1であったが，その後約10年間は漸減傾向
を示した．東京女子大学の平均値は1994年度まで全国平均値よりも低かった．2013年度
は20.5であった．東京女子大学のBMIについて，1969年度と2013年度の平均値を比較し
た結果，2013年度のほうが有意に高いことが示された（t＝2.28， p＜.05）．
2）体力
反復横跳び（図4）は全国平均値が1980年頃にかけて漸増傾向にあった．近年東京女子
大学の平均値は微増傾向にある．2013年度は40.8回であった．反復横跳びについて，東京
女子大学における1969年度と2013年度の平均値を比較した結果，2013年度のほうが有意
に高いことが示された（t＝6.47， p＜.001）．
垂直跳び（図5）は全国平均値が1969年の37.5 cmから約10年間は急激な増加傾向を示
し，1980年度には43.0 cmとなった．その後2000年頃までほぼ横ばい傾向が続いた．東京
女子大学の平均値も全国平均値と同様の傾向を示したが，1990年代前半までは全国平均
値を上回っていた．しかし，近年は漸減傾向が続き，2013年度は39.4 cmであった．東京
女子大学における1969年度と2013年度の平均値を比較した結果，2013年度のほうが有意
に高いことが示された（t＝3.29， p＜.01）．
背筋力（図6）は全国平均値が1969年度は84.1 kgであったが，1989年度ごろから漸減傾
向がみられ，1997年度には80.5 kgとなった．東京女子大学の平均値は1969年度より1997
図3　1968年度から2014年度におけるBMIの経年変化（平均値）
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年度まで全国平均値を下回っていたが，近年の背筋力の低下傾向は顕著であり，2013年
度は59.1 kgであった．東京女子大学における1969年度と2013年度の平均値を比較した結
果，2013年度のほうが有意に低いことが示された（t＝25.02， p＜.001）．
握力（図7）は1980年度以降1996年度頃まで，全国平均値の漸減傾向がみられた．東京
女子大学の平均値は1980年代半ばより現在まで全国平均値を下回っている．2013年度は
全国平均値26.7 kgに対し，東京女子大学の平均値は24.9kgであった．2013年度の握力に
ついて t検定を実施した結果，東京女子大学の平均値は全国平均値に比べて有意に低いこ
図4　1968年度から2014年度における反復横跳びの経年変化（平均値）
図5　1968年度から2014年度における垂直跳びの経年変化（平均値）
2008 平 工 志 穂・曽 我 芳 枝・中 村 有 紀
とが示された（t＝8.60， p＜.001）．また，東京女子大学における1969年度と2013年度の平
均値を比較した結果，2013年度のほうが有意に低いことが示された（t＝20.91， p＜.001）．
伏臥上体そらし（図8）は1980年代半ばより1995年頃まで全国平均値の漸減傾向がみら
れた．近年の東京女子大学の平均値の低下傾向は顕著であり，2013年度は47.7 cmであっ
た．東京女子大学における1969年度と2013年度の平均値を比較した結果，2013年度のほ
うが有意に低いことが示された（t＝26.32， p＜.001）．
立位体前屈（図9）は1980年代半ばより1996年頃まで，全国平均値および東京女子大学
図6　1968年度から2014年度における背筋力の経年変化（平均値）
図7　1968年度から2014年度における握力の経年変化（平均値）
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の平均値の漸減傾向がみられた．2013年度の東京女子大学の平均値は12.1 cmであった．
東京女子大学における1969年度と2013年度の平均値を比較した結果，2013年度のほうが
有意に低いことが示された（t＝14.34， p＜.001）．
5分間走（図10）は1980年頃まで全国平均値は1000 mを超える水準を維持していたが，
その後減少に転じ，1980年代半ばには1000 mを切り，その後も漸減傾向が続いた．東京
女子大学の平均値は1990年度前後から全国平均値に比べ低い傾向がみられるようになり，
2013年度は888.5 mであった．東京女子大学における1976年度と2013年度の平均値を比較
図8　1968年度から2014年度における伏臥上体そらしの経年変化（平均値）
図9　1968年度から2014年度における立位体前屈の経年変化（平均値）
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した結果，2013年度のほうが有意に低いことが示された（t＝18.78， p＜.001）．
考　　　察
東京女子大学の学生の体格についてみると，1969年度から2013年度までに身長，体重，
BMIの平均値はいずれも増加し，東京女子大学の学生の体格はこの44年間で向上したと
いえる．東京女子大学の学生の2013年度の身長・体重を全国平均値と比較すると，身長
にのみ有意な差がみられた．従って近年の東京女子大学の入学直後の学生の体格は，同年
代の女性に比べて身長は比較的高く，体重はほぼ全国平均値並みという，ややスリムな体
型であることが示唆される．
東京女子大学の学生の体力についてみると，背筋力，握力，伏臥上体そらし，立位体前
屈，5分間走は1968年度（5分間走は1976年度）よりも2013年度のほうが低いことが示さ
れた．また背筋力，伏臥上体そらしは近年の平均値の低下傾向が顕著であった．現在の体
力レベルについて，全国平均値との比較（2013年度）による検討の結果，東京女子大学
の学生は同年代の女性に比べて握力が低いことが示された．反復横跳び（ライン間隔
120 cm），背筋力，伏臥上体そらし，立位体前屈，5分間走については2013年度の全国平
均値が発表されておらず，これとの比較検討はできなかったが，新・日本人の体力標準値
Ⅱ（首都大学東京体力標準値研究会，2007）との比較では，標準値を上回る項目は皆無で
あった．これらのことから近年の東京女子大学の学生の入学直後の体力レベルは同年代の
女性と比べて低いことが示唆される．
体力構成要素からみると，近年の東京女子大学の学生の体力レベルは筋力，柔軟性，持
久力のいずれも低い傾向が示唆された．筋力は背筋力と握力によって測定されたが，背筋
力には背筋ばかりでなく上肢，下肢および胸部の筋肉など，ほとんど全身の筋肉が関わっ
ている（首都大学東京体力標準値研究会，2007）．また握力は，他の筋力の測定値と比較
図10　1968年度から2014年度における5分間走の経年変化（平均値）
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的高い相関があることが知られている（首都大学東京体力標準値研究会，2007）．従って，
背筋力，握力の低下は全身の筋力が低下していることを示唆していると考えられる．体格
は向上しているにもかかわらず，大きくなった体を支えるべき筋力が低下していることは
憂慮される．背筋力についてみると，近年の女子大学生の背筋力の顕著な低下現象は他の
大学でも報告されている（森下ほか，2013；楠原ほか，2010）．背筋力の低下は姿勢の乱
れや歪み，腰痛につながる．また女性にとっては自分自身の健康のみならず，次世代の産
育につながる重要な体力要素であり，正木の提唱した「背筋力指数」によると女性の育児
に必要な背筋力は自分の体重の1.5倍と考えられている（森下ほか，2013）．更に背筋力は
体重や握力とともに，女性の生涯の健康を考える上で重要な生理指標である骨強度と相関
があるという報告もあり（楠原ほか，2010），女性の健康に大きく関係する体力指標とし
て，今後その推移を注視する必要があると考える．森下ら（2013）は，テニス，バドミン
トン，ボディーコンディショニングなどの授業（いずれも半期）において，女子大学生の
背筋力の有意な増加を報告している．大学体育の授業においても女子大学生にとって重要
な体力要素の向上に注意を払い，学生が楽しく取り組みつつ高い授業効果が得られるカリ
キュラムの考案に力を注ぐ必要があると考える．
柔軟性については，1980年頃より漸減傾向が続いているが，生活習慣の違いが柔軟性
に影響を与えることを示唆する研究もあり（横澤ほか，2015），日本においては椅子を使
用する生活習慣の浸透や，足が長くなるなどの体形の変化が影響を与えた可能性も考えら
れる．しかし，柔軟性が低下すると関節可動範囲が狭くなるためスムーズな動きができな
かったり，大きな動きをする際に筋や腱を痛めたり，けがをする可能性が高くなるため注
意が必要である．
持久力については，1980年度ごろから漸減傾向が続いている．5分間走で測定した心肺
系持久力には呼吸，循環，代謝の各機能が深く関わっており，心肺系持久力の低下は生活
習慣病の発症リスクを高める．また日常生活は心肺系機能が深く関わる低強度かつ持久的
な身体活動が大部分を占める（東京大学身体運動科学研究室，2009）．心肺系持久力は現
在および将来の健康と，日常生活をより良好な状態で過ごすために注意を払うべき体力要
素であり，今後の推移を注視する必要があると考える．
各人に求められる体力レベルは人それぞれであろうが，誰でもがあるレベル以上の体力
がないと日常生活を良好な状態で生き生きと過ごすことは難しくなる．加齢に伴う体力の
減少（東京大学身体運動科学研究室，2009）も考慮に入れて，大学生のうちから体力維持
のための運動習慣を身に着けておくことが重要である．また女性の社会進出がますます進
む現在，筋力，持久力などの体力レベルにおいて女性に勝る男性と同等に働くためには，
体力の維持だけでなく増進に留意することが効果的であると思われる．更に，女性が働き
ながら家事・育児・介護などで中心的役割を果たす場合は，仕事中心の男性以上の体力が
求められることもあるのではないだろうか．女子大学生の体力の低下傾向をくい止めて体
力レベルの向上につなげるためには，体力の維持増進の重要性を認識し，生涯を視野に入
れて自分に必要な運動とその正しい実施方法を理解し，主体的に実践していく力を各々が
身に着けていく必要があると思われる．大学体育においても女性にとって重要な生理指標
や体力要素に留意し，女性の特性や好みを考慮に入れたカリキュラムや教材開発を行うな
2012 平 工 志 穂・曽 我 芳 枝・中 村 有 紀
どしてこれらの能力の育成に努める必要があると考える．
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概　　　要
大学生の体格や体力の現状や経年変化の把握は，体育指導や学生の健康維持増進のためのカリキュ
ラムを考える際の基礎資料となり，大変重要である．そこで本研究では東京女子大学の学生を対象
に，体格・体力の現状及び経年変化の分析を行った．
東京女子大学において実施された体力診断テストの1968年度から2014年度までの結果を分析対象
とした．体力診断テストでは身長，体重，反復横跳び，垂直跳び，背筋力，握力，伏臥上体そらし，
立位体前屈，5分間走の測定が行われた．
その結果，近年，体格は身長・体重ともに1968年度に比べて向上していることが示された．体力
は筋力，柔軟性，持久力のいずれも1968年度に比べて低い傾向が示された．体格は向上しているに
もかかわらず，大きくなった体を支えるべき筋力が低下していることは憂慮される．女子大学生の体
力の向上のためには，体力の維持増進の重要性を認識し，生涯を視野に入れて自分に必要な運動とそ
の正しい実施方法を理解し，主体的に実践していく力を各々が身に着けていく必要があると思われ
る．
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